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佛
國
へ
出
張
ヲ
命
ズ

二
十
八
日

0
大
村
〔
西
崖
〕
数
授

（
文
部
省
）

二
日
上
海
出
装
同
十
七
日
蹄
京
せ
ら
る
。

0
久
米
〔
桂
一
郎
〕
赦
授
日
佛
美
術
交
換
展
翌
會
の
用
務
を
帯
び
一
月
十
日

横
演
解
慶
の
三
島
丸
に
て
渡
佛
せ
ら
る
。

0
合
田

〔
清
〕
講
師
佑
服
府
下
世
田
ヶ
谷
村
太
子
堂
三
二
六
へ
轄
居

0
田
邊
孝
次
客
騰
小
石
川
犀
久
堅
町
七
四
ノ

ニ
四
番
に
韓
居
（
電
話
呼
出
小

石
川
八
三
七
番
）

女
子
部
開
設
要
請

関

連

事

項

0
北
村

〔
西
望
〕
教
授
今
般
電
話
小
石
川
五
三

二
二
番
開
通
。

叙
正
五
位

（宮
内
省
）

〇
職
員
動
静

同 同

渡
華
の
目
的
を
逹
成
せ
ら
れ
た
る
同
数
授
は
一
月
十

同

玉

堂

数

授

JI I小

合堀

鞘

昔

数

授

久

米

桂

一

郎

教
授
文
部
省
在
外
研
究
員

大
正
十
年
十
二
月
一

日
ョ

リ
學
資
及
旅
費
全
額
ヲ
給
ス

講

任
＿帝
室
博
物
館
鑑
査
官

叙
高
等
官
六
等
（
内
閣
）

＿帝
室
博
物
館
歴
史
課
長
ヲ
命
ズ

＿
帝
室
膊
物
館
學
藝
委
員
被
免
（
宮
内
省
）

二
十
六
日

師

高

橋

健

自

矢

代

幸

雄

校
は
文
部
大
臣
に

既
出
年
報
記
事
中
「
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
」
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
大
正
十
年
よ
り
本
校
は
女
子
部
新
設
の
要
請
を
始
め
た
。
同
年
二
月
二
日

の
各
科
主
任
会
議
に
お

い
て
、
完
全
な
男
女
共
学
制
で
は
な
い
も
の
の
女
子
部

を
付
設
し
て
施
設
を
男
子
部
と
共
用
し
、
教
員
は
両
部
兼
務
と
い
う
か
た
ち
で

女
子
の
入
学
を
認
め
る
決
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
同
年
同
月
十
七
日
に
本

東
京
美
術
学
校
規
則
中
改
正
ノ
件
伺

従
来
本
校
二
於
ケ
ル
生
徒
赦
蓑

ハ
男
子
ノ
ミ
ニ
限
ラ
レ
居
候
慮
近
時
女
子
赦

育
ノ
進
歩
焚
逹
著
シ
ク
女
子
ニ
シ
テ
進
ン
デ
高
等
専
門
ノ
学
校
二
入
学
ヲ
希

望
ス
ル
者
益
々
多
キ
ヲ
加
フ
ル
ト
同
時
ニ
―
面
二
於
テ
女
子
ノ
箱
甕
其
他
ノ

美
術
二
関
ス
ル
研
究
漸
ク
旺
盛
ニ
シ
テ
本
校
ノ
如
キ
夙
二
女
子
ノ
入
学
志
願

者
ノ
最
モ
彫
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
認
ム
ル
所
ナ
リ
ト
ス
依
テ
此
際
本
校
ニ
テ
ハ
時

世
ノ
進
運
卜
女
子
数
育
ノ
登
達
ト
ニ
鑑
ミ
濁
リ
男
子
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
女
子
ノ
志

望
者
ヲ
モ
収
容
シ
テ
共
二

美
術
教
育
ノ
恵
澤
二
浴
セ
シ
メ
ン
ト
シ
此
主
旨
ヲ

以
テ
別
紙
案
ノ
如
ク
本
校
規
則
中
二
改
正
ヲ
加
へ
本
年
四
月
ノ
新
學
年
ョ
リ

宜
施
致
度
候
二
付
此
段
仰
高
裁
候
也

贔
明
治
四
十
四
咋
こ
研
本
校
規
則
関
係
粛
類
咋
位
」
、
別
紙
省
略
）

と
い
う
上
申
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
美
術
界
に
と
っ
て
も
大
事
件
で
あ
っ
た
た

め
、
強
い
関
心
を
呼
ん
だ
。

『
美
術
之
日
本
』
第
十

三
巻
第

二
号
（
大
正
十
年

二
月
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

美
校
を
女
子
に
開
放
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算
で
あ
る
』
。

に
質
施
す
る
事
と
も
な
ら
ば
希
望
者
は
其
希
笙
の
科
に
入
れ
る
事
に
す
る
心

し
て
の
多
敷
を
占
め
て
ゐ
る
有
様
を
見
せ
て

ゐ
る
の
だ
。
若
し
此
事
が
四
月

褻
術
の
園
に
自
分
を
大
き
く
育
て
4
行
か
う
と
云
ふ
思
想
は
近
束
我
が
婿

女
子
の
間
に
も
大
分
高
め
ら
れ
て
来
た
。
そ
れ
に
、
其
慮
に
は
自
分
の
魂
の

其
日
／
＼
の
員
賀
な
る
成
長
を
見
る
事
が
出
来
る
と
共
に
、
環
境
に
封
し
て

も
他
の
何
物
に
も
勝
る
文
化
的
妓
果
を
寄
典
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
殊
に
物

質
生
活
と
精
神
生
活
と
の
比
較
的
完
全
な
調
和
を
期
す
る
に
は
矢
張
り
此
道

に
足
を
入
れ
る
の
が
一
番
で
あ
る
か
ら
ー
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
機
運

を
見
て
取
っ
た
東
京
美
術
學
校
の
正
木

〔直
彦
〕
校
長
は
、
此
間
か
ら
學
校

を
此
等
の
女
子
の
為
め
に
開
放
す
可
＜
甕
策
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ニ

日
午
後
二
時
學
校
の
校
長
室
に
大
村
學
監
〔
大
村
西
崖
生
徒
監
〕
を
始
め
、

黒
田
〔
清
輝
〕
、
高
村
〔光
雲
〕
、
河
合
〔
川
合
玉
堂
〕
と
云
っ
た
各
科
主
任
数

授
を
集
め
相
談
會
を
開
き
、
出
来
る
事
な
ら
ば
来
四
月
の
新
學
期
か
ら
之
を

宜
施
し
や
う
と
、
差
営
り
校
則
の
改
正
案
を
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
各

主
任
敦
授
も
大
賛
成
を
表
し
た
の
で
、
校
長
は
近
く
之
が
校
則
改
正
案
を
文

部
大
臣
に
申
逹
し
、
其
許
可
を
受
け
る
事
に
な
っ
た
。
之
で
愈
々
我
が
女
子

の
間
に
も
、
追
々
と
完
全
な
る
美
術
家
が
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ら
う
。

正
木
校
長
談
日
く
、

『
相
談
會
の
結
果
は
取
敢
ず
校
則
改
正
案
の
認
可
を
文

相
に
仰
ぐ
事
に
な
っ
た
。
女
子
を
男
子
と
同
等
に
入
學
さ
せ
る
事
の
可
否
な

ど
今
日
の
問
題
で
は
な
い
。
女
子
の
藝
術
心
の
向
上
を
岡
る
事
が
一
國
の
文

化
の
上
に
ど
の
位
ゐ
有
妓
で
あ
る
か
と
云
ふ
事
、
之
も
最
早
今
日
の
問
題
で

な
い
。
外
園
の
例
を
引
く
迄
も
な
い
が
米
國
で
は
女
子
の
方
が
寧
ろ
生
徒
と

本
校
と
同
時
に
設
置
さ
れ
た
東
京
音
楽
学
校
が
男
女
共
学
制
を
採
っ
た
の
に

対
し
て
、
本
校
の
方
で
は
女
生
徒
募
集
の
計
画
が
幾
度
か
浮
上
し
な
が
ら
そ
の

都
度
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。
唯
一
の
官
立
美
術
学
校
が
女
性
に
対
し
て
門
戸
を

閉
ざ
し
て
い
た
こ
と
は
女
性
美
術
家
の
進
出
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
美
術
家
を
志
す
女
性
に
と
っ
て
は
女
子
美
術
学
校
（
明
治
三
十

三
年
設
立
、
昭
和
四
年
専
門
学
校
に
昇
格
）
や
種
々
の
画
熱
、
研
究
所
が
あ
っ

た
と
は
言
え
、
そ
れ
ら
と
本
校
と
の
逗
庭
に
は
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
も
女
性
の
美
術
家
の
活
動
は
徐
々
に
活
発
に

な
り
、
官
展
等
で
活
躍
す
る
人
も
増
え
つ
つ
あ
っ
た
が
、
ま
た
一
方
で
は
大
正

期
の
初
め
頃
か
ら
女
子
教
育
問
題
が

一
般
の
関
心
を
引
く
よ
う
に
な
り
、
女
子

高
等
教
育
促
進
運
動
が
急
速
に
盛
り
上
が
っ
た
。
特
に
大
正
九
年
か
ら
専
門
教

育
機
関
に
お
け
る
男
女
共
学
を
要
求
す
る
運
動
が
高
ま
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
風
潮
の
も
と
で
婦
人
問
題
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
、
婦
人
団
体
の
結
成
や
婦

人
雑
誌
の
創
刊
が
相
次
ぎ
、
女
性
の
社
会
的
進
出
が
急
速
に
進
む
な
か
で
、
こ

の
運
動
は
非
常
に
活
発
に
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
本
校
が
女
生
徒
を
受
け

入
れ
る
べ
き
専
門
学
校
の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
。
女
子
部
新
設
の
決
定
は
こ
の

よ
う
な
社
会
の
動
き
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
西
洋
画
科
主
任

教
授
の
黒
田
清
輝
が
政
府
に
よ
る
女
子
美
術
教
育
の
奨
励
を
主
張
し
て
い
た

（
『
絵
画
叢
誌
』
第
329
号
。
大
正
三
年
十
二
月
）

こ
と
か
ら
見
て
、
本
校
は
相
当
積
極

し
か
し
、
本
校
の
上
申
は
認
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
翌
年
(
+
一
年
）
ニ

月
二
十
五
日
に
は
帝
国
教
育
会
主
催
の
女
子
高
等
教
育
促
進
大
会
が
開
催
さ

れ
、
野
口
援
太
郎
、
三
輪
田
元
道
ら
が
提
出
し
た
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ

ま
、
i
 

的
に
こ
の
問
題
と
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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一
、
女
子
に
高
等
教
育
を
開
放
す
べ
き
範
囲
如
何
。
本
会
は
女
子
に
す
べ
て

の
高
等
教
育
機
関
を
開
放
す
る
を
以
て
教
育
上
必
要
な
る
措
置
と
認
む

る
。
特
に
美
術
学
校
、
外
国
語
学
校
、
医
学
専
門
学
校
、
高
等
商
業
学
校

等
は
最
も
急
な
る
も
の
と
認
む
る
。

と
い
う
文
章
に
始
ま
り
、
そ
れ
ら
の
要
求
を
文
相
に
建
議
し
、
上
記
諸
学
校
に

規
定
改
正
を
迫
り
、
議
員
に
助
力
を
依
頼
し
、
ま
た
世
論
を
喚
起
し
よ
う
と
い

う
内
容
の
も
の

で
あ
っ
た
。
本
校
の
開
放
が
い
か
に
強
く
叫
ば
れ
て
い
た
か
が

わ
か
る
。

次
い
で
同
年
四
月
に
は
三
日
間
に
亙
っ
て
全
国
女
子
教
育
大
会
が
開
催
さ

れ
、
全
国
の
小
学
校
長
、
女
学
校
長
を
主
体
と
す
る
三
百
六
十
余
名
に
よ
っ
て

討
議
が
行
わ
れ
、
男
女
平
等
、
教
育
の
機
会
均
等
を
政
府
に
要
求
す
る
決
議
が

な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
女
子
教
育
の
基
本
理
念
を
「
女
子
の
性
能
を
発
揮
し
、

其
の
人
格
を
確
立
し
て
妻
母
の
本
分
を
完
了
し
、
社
会
の
文
化
に
寄
与
せ
し
む

る
」
と
い
う
点
に
置
く
べ
き
で
あ
る
と
の
決
論
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
大
会

で
二
月
の
女
子
高
等
教
育
促
進
大
会
の
決
議
も
そ
の
ま
ま
了
承
さ
れ
た
。

同
年
五
月
十
九
日、

本
校
で
は
教
官
会
議
を
開
き
、
女
生
徒
募
集
の
具
体
案

を
検
討
し、

明
年
度
か
ら
日
本
画
科
と
西
洋
画
科
に
限
り
「
女
子
部
」
を
開
設

す
る
こ
と、

両
科
と
も
一
組
二
十
名
、
五
学
年
と
し
て
計
百
名
ず
つ
収
容
で
ぎ

る
校
舎
設
備
を
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。
こ
の
こ
と
は
新
聞
や
雑
誌
に
採
り

上
げ
ら
れ
、
そ
の
一
っ
『
美
術
月
報
』
第
三
巻
第
十
二
号
（
大
正
十

一
年
九
月
）

は
次
の
よ
う
に
報
じ
た。

東
京
美
術
學
校
に
女
子
部
新
設

高
等
學
校
程
度
の
官
立
女
子
美
術
學
校
設
置
の
件
は
年
来
の
懸
案
で
、
前
文

相
時
代
も
考
慮
さ
れ
た
る
が
、
先
頃
の
女
子
師
範
學
校
長
會
議
に
て
も
議
を

提
出
せ
る
有
様
に
て
営
局
も
漸
く
女
子
部
増
設
の
企
劃
を
立
て
豫
算
編
成
に

着
手
せ
る
が
、
豫
算
は
約
三
萬
園
位
に
て
、
此
が
通
過
の
上
は
来
年
四
月
迄

に
現
美
術
學
校
本
館
と
動
物
園
間
の
空
地
に
女
子
部
校
舎
を
建
設
し
、
日
本

〔義〕

整
洋
蓋
を
正
科
と
し
て
各
二
十
名
を
限
度
と
し
、
講
議
は
男
女
共
學
と
す
る

由。本
校
の
女
子
部
開
設
計
画
は
入
学
志
願
者
の
期
待
を
か
き
立
て
た
。
大
正
十

二
年
一
月
二
十
八
日
付
『
中
央
新
聞
』
は
そ
の
様
子
を
如
実
に
伝
え
て
い
る
。

ど
う
や
ら
怪
し
い
美
術
の
男
女
共
學

文
郡
省
か
ら
お
許
し
が
出
ず

女
の
願
書
既
に
七
十
通

美
術
の
男
女
共
學
を
標
榜
し
か
つ
て
は
数
授
連
一
同
が
決
議
文
さ
へ
椿
へ
て

そ
の
宜
現
を
文
部
省
に
迫
っ
た
上
野
の
美
術
學
校
は
今
年
こ
そ
は
多
年
の
懸

案
が
宜
現
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
と
同
校
で
は
入
學
生
の
資
格
も
従
束
中
學
五

年
卒
業
と
あ
っ
た
の
を
四
年
修
業
と
改
め
内
内
そ
の
準
備
の
歩
を
進
め
て
文

部
省
か
ら
女
子
部
特
設
の
認
可
指
令
に
さ
へ
接
す
れ
ば
い
つ
で
も
志
願
生
券

集
を
装
表
す
る
手
筈
ま
で
出
来
て
ゐ
る
が
今
年
も
ど
う
や
ら
豫
算
節
減
で
認

可
が
む
づ
か
し
い
と
あ
る
昨
今
同
校
の
受
付
に
は
女
子
の
入
學
資
格
、
入

校
手
績
き
の
問
ひ
合
せ
の
手
紙
や
ら
電
話
が
頻
々
た
る
有
様
で
中
に
は
態
々

同
校
に
出
掛
け
て
来
る
熱
心
家
も
あ
り
遠
く
地
方
か
ら
の
問
ひ
合
せ
も
あ
っ

て
昨
日
ま
で
に
も
う
七
十
件
近
く
に
上
つ
て
ゐ
る
が
同
校
で
は
『
文
郡
省
か

ら
の
認
可
を
今
日
か
明
日
か
と
待
っ
て
ゐ
る
諄
で
す
が
、
志
願
者
の
問
ひ
合
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せ
は
毎
日
十
通
近
く
来
ま
す
、
こ
ん
な
に
志
願
者
が
あ
る
の
に
打
ち
棄
て
4

置
く
と
云
ふ
こ
と
は
氣
の
毒
で
な
り
ま
せ
ん
青
年
の
男
女
が
共
學
す
る
と

云
ふ
こ
と
が
危
険
で
あ
る
と
云
へ
ば
本
校
な
ど
で
は
裸
罷
婦
人
を
モ
デ
ル
に

使
っ
て
ゐ
る
の
に
到
し
て
大
き
な
矛
盾
で
す
か
ら
文
部
省
貨
局
が
申
請
に
到

し
て
認
可
を
延
引
し
て
ゐ
る
の
は
そ
ん
な
理
由
で
は
あ
る
ま
い
と
信
じ
ま

す
、
問
ひ
合
せ
の
志
願
者
の
方
々
に
は
少
し
待
っ
て
く
れ
と
云
ふ
返
書
を
出

し
て
居
り
ま
す
が
何
れ
近
日
中
に
は
女
子
部
を
設
け
る
と
も
設
け
ぬ
と
も
明

ら
か
に
通
知
が
あ
る
筈
で
す
』
と

こ
の
よ
う
に
、
女
性
の
入
学
希
望
者
た
ち
も
本
校
も
文
部
省
の
認
可
を
期
待

し
て
い
た
が
、
政
府
の
財
政
緊
縮
の
理
由
を
以
て
、
本
校
が
計
上
し
た
約
三
万

円
の
女
子
部
開
設
予
算
は
認
め
ら
れ
ず
、
大
正
十
二
年
度
も
開
設
は
見
送
ら
れ

た
。
そ
れ
以
後
も
本
校
は
毎
年
要
請
を
繰
り
返
し
た
。
正
木
直
彦
の
『
十
三
松

堂
日
記
』
第
一
巻
（
昭
和
四
十
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）
に
は
「
（
大
正
十
四
年

六
月
十
日
）
…
…
午
後
文
部
省
會
計
課
豫
算
課
長
一
行
来
り
て
明
年
度
の
豫
算

に
提
出
し
た
る
女
子
部
設
置
陳
列
館
建
築
に
就
き
て
余
の
説
明
を
求
む
る
所
あ

り
た
り
…
・
:
」
な
ど
と

い
う
記
述
も
あ
る
が
、
何
ら
具
体
的
進
展
は
無
く
、

翌

十
五
年
に
は
岡
田
文
相
が
高
等
、
専
門
学
校
を
直
ち
に
女
子
に
開
放
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
反
動
的
見
解
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
は
寧
ろ

後
退
し
て
し
ま

っ
た
。
本
校
の
年
報
の
「
将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件
」
の

項
を
見
る
と
、

「
女
子
部
新
設
ノ
件
」
は
昭
和
六
年
度
ま
で
は
引
続
ぎ
掲
載
さ

れ
、
同
七
年
度
か
ら
は
あ
ら
た
め
て
「
女
子
共
学
に
関
す
る
件
」
と
し
て
要
請

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
九
年
度
以
降
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後

第
二
次
大
戦
末
期
に
再
び
こ
の
問
題
が
浮
上
し
、
昭
和
二
十
一
年
に
至
っ
て
共

伊
太
利
の
山
に
籠
つ
て
書
き
あ
げ
た

②

矢
代
幸
雄
の
在
外
研
究

矢
代
幸
雄
は
大
正
四
年
本
校
の
英
語
、
西
洋
美
術
史
、
西
洋
彫
刻
史
授
業
嘱

託
と
な
り
、
同
七
年
教
授
に
昇
格
、
同
十
年――
一月
一
日
、
文
部
省
よ
り
西
洋
美

術
史
研
究
の
た
め
満
二
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
在
外
研
究
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
同
月
二
十
七

日
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
ヘ
向
け
て
出
発
。
そ
の
後
、

二
度
に
亙
る
滞
欧
延
期
願
い

（
私
費
）
を
申
請
し
て
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の
研
究
を
遂
げ
、
同
十
四
年
に
帰

国
し
復
職
し
た
。
帰
国
し
た
年
に
は
ロ
ソ
ド
ン
の
メ
デ
ィ
チ

・
ソ
サ
エ
テ
ィ
か

ら
大
著
ぶ
＾
S
a
n
d
r
o
Botticelli
"
が
刊
行
さ
れ
、
彼
の
業
績
は
西
欧
の
学
界

で
高
く
評
価
さ
れ
た
。

矢
代
の
留
学
と
研
究
の
意
義
に
つ
い
て
は
彼
を
推
賞
、
支
援
し
た
正
木
直
彦

が
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー

・
ヤ
シ
ロ
」
（
『
回
顧
七
十
年
』
昭
和
十
二
年
、
学
校
美
術
協

会
出
版
部
）
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
が
、
彼
が
い
か
に
華
々
し
い
名
声
を
担
っ

て
帰
国
し
た
か
は
当
時
の
新
聞
に
よ

っ
て
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
紙

が
矢
代
の
肖
像
写
真
入
り
で
そ
の
栄
誉
を
称
え
て
い
る
な
か
で
、
例
え
ば
大
正

十
四
年
二
月
十
五
日
付
『
時
事
新
報
』
な
ど
は
矢
代
の
大
著
出
版
の

い
き
さ
つ

を
紹
介
し
た
上
で
、
矢
代
と
正
木
の
談
話
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

矢
代
氏
語
る

流
感
で
静
養
中
の
病
床
に
氏
を
訪
へ
ば
『
最
初
は
フ
ロ
レ
ン
ス

美
術
全
髄
の

研
究
を
し
後
に
希
騰
に
渡
る
の
で
し
た
が
フ
ロ
レ
ン
ス
が
氣
に
入
り
到
々
其

学
が
実
現
す
る
。
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